
推進連絡協議会

藤 沢 市

平成２９年３月２１日（火）

ふじさわサイクルプラン

第６回

１

１．開 会

次 第

ふじさわサイクルプラン

２

２．成立宣言

３．議 題

（１）平成２８年度の取り組み状況について

（２）平成２９年度の実施予定施策について

（３）サイクルアンドバスライド施策の効果について

（４）レンタサイクル（コミュニティサイクル）について

４．閉 会



３

ふじさわサイクルプラン

（１）平成２８年度の取り組み状況について

３．議 題

４

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

【中短期で取り組む路線】
【Ａ】石川下土棚線
【Ｂ】藤沢石川線
【Ｃ】藤沢駅辻堂駅線

【その他の路線】
【Ｄ】土棚石川線
【Ｅ】藤沢村岡線
【Ｆ】県道30号(戸塚茅ヶ崎)

はしる（走行空間整備）

【Ａ】

【Ｂ】

【Ｃ】

【Ｄ】

【Ｅ】

【Ｆ】



ふじさわサイクルプラン

石川下土棚線【Ａ】
・綾瀬市境の橋梁新設工事

中短期で取り組む路線

３．議題（1）平成28年度の取り組み

藤沢石川線【Ｂ】
・藤沢本町駅西側の法面工事
・国道１号下のトンネル工事
（H29年度継続工事）

藤沢駅辻堂駅線【Ｃ】
・用地買収

５

ふじさわサイクルプラン

その他の路線

④

①

②
③

⑤

⑥

⑦⑧

⑨⑩

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

⑥中学通り線

⑤六会駅東口通
り線

③土棚石川線

①高倉遠藤線

②善行長後線

⑩桜花園通り線

⑨八松小学校北
通り線

⑧鵠沼海岸線

⑦鵠沼奥田線

今後の整備スケジュール（予定）

今年度実施予定であった⑥中学通り線については、企業庁
藤沢水道営業所から、水道管の入替工事の実施について申
し入れがあったため、③土棚石川線を先行して実施。

変更前 変更後

３．議題（1）平成28年度の取り組み

６



ふじさわサイクルプラン

 土棚石川線【Ｄ】

３．議題（1）平成28年度の取り組み

７

□事業概要
延長 約１，２５７ｍ
車道混在型路面表示

平成２９年３月供用開始予定

ふじさわサイクルプラン

 藤沢村岡線【Ｅ】

３．議題（1）平成28年度の取り組み

□事業概要
延長 約５３２ｍ
車道混在型路面表示

平成２９年３月供用開始

藤
沢
駅

北
口
通
り
線藤沢村岡線

８



ふじさわサイクルプラン

 県道３０号（戸塚茅ヶ崎線）【Ｆ】

藤沢警察署
前交差点

引地川

東町交差点

H27施工箇所
L=約210ｍ ＳＳＴ

位 置 図
H28施工箇所
L=約370ｍ

３．議題（1）平成28年度の取り組み

□事業概要
延長 約３７０ｍ
自転車専用通行帯

平成２９年度供用開始予定
（現在施工中）

CL

10.00

18.50

2.506.00
歩道 歩道

6% 6%

1.25
自転車
レーン

路
肩

1.25
自転車
レーン

路
肩

0.50
3.25

0.50

車線
3.25

車線

９

※辻堂駅南海岸線までの整備に
向けた設計作業も進めている

（参考写真）Ｈ２７年度整備区間

１０

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

とめる（駐輪環境整備）
 放置自転車の撤去［中短期施策］

小田急江ノ島線・ＪＲ東海道本線・江ノ島電鉄線各駅周辺の放
置自転車等について、警告・移動を実施

年度別藤沢市放置自転車等警告・移動数（バイク含む）

→放置自転車等警告数・移動数ともに減少傾向となっている

H25 H26 H27
H28

（１月まで）

警告数 43,935 39,711 29,297 17,996

移動数 9,764 9,288 7,800 5,112



１１

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

 善行駅西口自転車等駐車場（1/3）

平成２９年２月末竣工

１２

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

 善行駅西口自転車等駐車場（2/3）

所在地 藤沢市善行一丁目３

構造

路外駐輪施設（屋外）

自転車：ラック式

バイク ：ロック式（原付・自動二輪車共）

供用開始 平成29年4月1日

収容台数

自転車 １９台

原動機付自転車
（５０ｃｃ以下）

８１台

普通自動二輪車
（５０ｃｃ超１２５ｃｃ以下）

１５台

合計 １１５台



１３

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

 善行駅西口自転車等駐車場（3/3）

１４

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

つかう（利用促進）

矢尻Ｃ＆ＢＲ施設

 矢尻バス停サイクルアンドバスライド

□事業概要
既存施設拡張
収容可能台数 計３１台（１０台増）

平成２９年３月供用開始予定（拡張部分）

（参考写真）Ｈ２７年度整備済み試験運用中施設



１５

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

まもる（交通ルールの遵守）
１．交通啓発活動の拡充（1/5）

• 四季の交通安全運動街頭キャンペーンの実施
（市内１３箇所）
春 ４月 ６日(水) ４０１人従事
夏 ７月１１日(月) ４００人従事
秋 ９月２１日(水) ５９４人従事
年末 １２月１２日(月) ４８１人従事
約１０，０００の啓発物品と啓発チラシを配付。

• キャンペーンチラシ内容
春 自転車安全利用五則・法改正
夏 自転車安全利用五則・自転車保険・ＴＳマーク
秋 駅前放置自転車クリーンキャンペーン
年末 ながらスマホ・自転車安全利用五則・防犯登録

１６

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

１．交通啓発活動の拡充（2/5）

• 自転車マナーアップ運動の実施
５日 朝の通勤・通学時間帯

（主に午前７時半や８時から）
駅前駐輪場・高校や大学周辺

２２日 夕方の買い物時間帯
（主に午後３時から）
駅・スーパー周辺

市内１～２箇所で実施。
平成２８年度 １９日実施予定
平成２９年度 ２２日実施予定

他、自転車のルールやマナーが特に悪いという情報
のあったところなどで臨時で実施。



１７

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

１．交通啓発活動の拡充（3/5）
• 自転車街頭点検の実施（例年５月実施）

実施年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
（予定）

実施回数 3回 2回
※1回雨天
中止

5回 9回 9回

実施箇所 ・鵠沼
・六会
・辻堂

・藤沢
・長後

・片瀬
・明治
・六会
・長後
・遠藤

・鵠沼
・明治
・善行
・六会
・湘南大庭
・湘南台
・長後
・御所見
・遠藤

・鵠沼
・明治
・善行
・六会
・湘南大庭
・湘南台
・長後
・御所見
・遠藤

点検台数 260台 154台 261台 719台

１８

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

１．交通啓発活動の拡充（4/5）

• 交通安全ビデオ・DVDの貸出

• 広報ふじさわ掲載

４月２５日号（→）

他、６月２５日号、

９月１０日号、

１２月１０日号にも掲載。

• ホームページ掲載

• 自治会・町内会回覧 等



１９

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

１．交通啓発活動の拡充（5/5）

• 「ふじさわ交通安全フェスタ」

平成２８年９月２２日雨天中止

• 平成２９年１１月１１日(土)予定

秋葉台文化体育館駐車場

スタントマンによる交通事故再現

（スケアードストレイト）

２０

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

２．防犯への意識づけ活動

• １２月１０日号広報ふじさわ１面に、自転車のかごに防
犯ネットをつけるよう掲載。

• １０月２７日・２８日に

藤沢駅・辻堂駅・湘南台駅で

防犯街頭キャンペーン実施で

自転車盗難注意チラシと

ワイヤーロックを

２，０００個配布。

• １２月１２日年末の交通事故

防止運動街頭キャンペーン

チラシに掲載。



２１

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

３．自転車環境づくりにあわせた意識の啓発

• 土棚石川線の矢羽周知チラシ

湘南台地区の自治会回覧

（１月１０日）を行った。

２２

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

４．社会情勢に伴う交通ルール意識への啓発

• ポスター作成・掲示

・平成２８年度は新規に、市内の電車

の駅（ＪＲ・小田急・江ノ電・湘南

モノレール）と児童館５箇所、地域

子どもの家１７箇所に掲出依頼。

・秋の実施要領及び年末の自治会回覧

チラシにおいて掲出希望者を募り、

２～３自治会で掲示された。

• チラシ設置

• 交通安全教室の実施

（年間約２００回）



２３

ふじさわサイクルプラン３．議題（1）平成28年度の取り組み

５．幼児二人同乗基準に適合した自転車利用の啓発

• 自転車の日（５月５日）

キャンペーンを「みらい

子どもフェスタ」で実施。

「幼児二人同乗用自転車」

の運転体験、チラシの配布。

• 「幼児二人同乗用自転車

購入費補助制度」交付決定者

にチラシの郵送。

• 幼児の交通安全教育担当者研修会の受講者に配付。

２４

ふじさわサイクルプラン

（２）平成２９年度の実施予定施策について

３．議 題



２５

ふじさわサイクルプラン３．議題（2）平成29年度の実施予定施策

【中短期で取り組む路線】
【Ａ】石川下土棚線
【Ｂ】藤沢石川線
【Ｃ】藤沢駅辻堂駅線

【その他の路線】
【Ｄ】六会駅東口通り線
【Ｅ】高倉遠藤線

はしる（走行空間整備）

※新年度の事業については全て，議会で議決
された予算の範囲内での執行となります

【Ａ】

【Ｂ】

【Ｃ】

【Ｄ】

【Ｅ】

ふじさわサイクルプラン

石川下土棚線【Ａ】
綾瀬市境の

街路築造工事を予定

中短期で取り組む路線

３．議題（2）平成29年度の実施予定施策

藤沢石川線【Ｂ】
国道１号下の

トンネル工事を予定

藤沢駅辻堂駅線【Ｃ】
藤沢市興業公社前から
辻堂方面へ130ｍ区間の
工事を予定

２６



ふじさわサイクルプラン

 六会駅東口通り線【Ｄ】

３．議題（2）平成29年度の実施予定施策

□事業概要
延長 約３６０ｍ
車道混在型路面表示

その他の路線

２７

ふじさわサイクルプラン

２８

 高倉遠藤線【Ｅ】

３．議題（2）平成29年度の実施予定施策

□事業概要
延長 約７５０ｍ
車道混在型路面表示



ふじさわサイクルプラン３．議題（2）平成29年度の実施予定施策

 藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

２９

平成２８年７月 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインの一部改定

＜主なガイドライン改定内容＞
・ 車道通行を基本とした暫定形態の積極的な活用
・ 路面表示の仕様の標準化

（矢羽根の幅７５cm以上、ピクトグラムの向きは進行方向左向き、等）
・ 自転車道は一方通行を基本とする考え方の導入 等

平成２８年１１月 藤沢市自転車走行空間のあり方を一部改定
ピクトグラムの向きを進行方向左向きに変更

※引き続き、ガイドラインの改定内容を精査し、矢羽根の規格や設置方法、
自転車歩行者道の活用などについて、交通管理者と協議し、あり方への反
映を検討していく。

ふじさわサイクルプラン３．議題（2）平成29年度の実施予定施策

３０

とめる（駐輪環境整備）

つかう（利用促進）

新たな駐輪施設の整備検討に向けた測量等を
実施予定

放置自転車等の撤去を引き続き実施予定

新たなサイクルアンドバスライド施設の整備
に向けた検討やレンタサイクルの検討等を引
き続き実施予定

まもる（交通ルールの遵守）

交通啓発活動等を引き続き実施予定



３１

ふじさわサイクルプラン

（３）サイクルアンドバスライド施策の効果について

３．議 題

３２

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

サイクルアンドバスライド施策の概要

【サイクルアンドバスライドとは】
自宅などから自転車でバス停まで行き、バス停付近に設けら

れた施設に駐輪し、バスに乗り換えて目的地に向かうこと

～Ｃ&ＢＲのイメージ～

（目的地） （バス停） （自宅等）

【期待される効果】
自転車の利用機会増加 ⇒ 自家用車の利用機会減少
 環境負荷の軽減
 交通渋滞の抑制
 健康増進 など



３３

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

○「藤沢市交通マスタープラン」では
環境にやさしい交通まちづくりを実現するための
交通施策の1つ（p.84)

自動車（バイク含）利用からの転換が図られてい
ることが重要

（例）施設ができたことにより、
自動車を利用する時間が減った ⇒ ○
徒歩から自転車に変更した ⇒ △

効果を検証するため、矢尻バス停サイクルアンドバスラ
イド施設において、アンケート調査を実施

施策の目的と効果検証方法

３４

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

アンケート調査の概要
 期間 ：H28.10.31～H28.11.11
 対象者 ：施設利用者（矢尻バス停）
 配布方法 ：自転車に用紙を直接取付け

（期間中は随時追加）
 回収方法 ：施設内2箇所に回収箱を設置
 配布人数 ：延べ48人
 回収人数 ：13人（回収率27.08％）

効果検証（アンケート調査）



３５

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

 アンケート調査の結果

（１）基本属性

 アンケート回答者の８割以上を女性が占めた

 年齢層に偏りは無く、職業は会社員・公務員・学生
で８割を占めた

３６

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

 アンケート調査の結果

（２）利用頻度及び行き先

 週５回利用している人が４割以上を占め、会社員や学
生などは平日ほぼ毎日利用している状況が伺える

 施設利用者のほんどが湘南台駅や辻堂駅を経由して目
的地へ向かっている



３７

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

 アンケート調査の結果

（３）施設開設前後の状況変化

 バス停までの利用を徒歩から自転車に切り替えた以外
に、乗用車の利用頻度が従前に比べ減少したと回答し
た人が４割いた（回答者10人中4人、複数回答２人）
⇒ 環境負荷の小さい交通への利用転換を確認

 移動時間の短縮は徒歩から自転車への切り替えに伴う
ものと推察される

３８

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

 アンケート調査の結果

（４）施設利用の理由

 施設利用の理由としては時間短縮が最も多いが、違法駐輪
の抑制にも役立っていることが確認できた

 “その他”回答者は、田方や寿照寺が最寄りだが、そこへ
徒歩で向かう場合と比べ、矢尻に自転車で向かう場合は時
間が半分で済むと回答しており、現在田方や寿照寺で見ら
れる放置自転車を誘導できる可能性を感じ取れる

その他回答者宅（推定）

徒歩13～14分

自転車6分



３９

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

 アンケート調査の結果

（５）希望のバス停

 現在実際に利用している矢尻が最も便利であると感じてい
る人が多く６割以上を占めており、次いで湘南ライフタウ
ンへの整備を望む声が多かった
（※寿照寺希望者は前述の“その他”回答者と同一）

４０

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

 アンケート調査の結果

（６）自宅との距離

 施設から自宅までの距離は、400ｍ以上の人が半分を
占め、平均で約405ｍ、最大で約670ｍ離れている

 公共交通が充実していない地域の方々の利用が確認で
き、目的地までの時間短縮に寄与しているものと推察
される

アンケート回答者宅の分布（推定）

半径400ｍ



４１

ふじさわサイクルプラン３．議題（3）Ｃ＆ＢＲ施策の効果

 検証結果まとめ

 乗用車（自家用車）の利用頻度減少が確認で
き、サイクルアンドバスライド施策の目的
（自動車利用からの転換）が達成されている
ことを確認できた

 公共交通が充実していない地域に住んでいる
方々の移動時間短縮に寄与していることが確
認できた

 近隣の路上放置自転車を本施設へ誘導できる
可能性があることを確認できた

４２

ふじさわサイクルプラン

（４）レンタサイクル（コミュニティサイクル）について

３．議 題



４３

ふじさわサイクルプラン３．議題（4）レンタサイクル

サイクルプランにおける位置付け

 江の島周辺３駅を中心
 観光目的
 回遊しやすい環境

※サイクルプランp.73 関連部分抜粋

面的な広がりが
望ましい

※コミュニティサイクル

「ふじさわサイクルプラン」では、自転車利用の促進に向け、
中短期で取り組む施策の1つとして掲げられている

４４

ふじさわサイクルプラン３．議題（4）レンタサイクル

コミュニティサイクルとは

 相互利用可能な複数のサイクルポートからなる、自転車
による面的な都市交通システム

 高密度にポートを配置し、いつでもどのポートでも自転
車の貸出しや返却が可能であり、短時間・短距離の移動を
目的とした公共交通を補強する新しい交通手段

出典：全国コミュニティサイクル担当者会議資料



４５

ふじさわサイクルプラン３．議題（4）レンタサイクル

コミュニティサイクルの現状と課題

本格導入している都市は全国で約80都市

施設の設置費用や運営費用などの一部を、行政が
負担している事例が多く、料金収入以外の安定し
た事業外収入の確保が概ね共通の課題

安定した運営体制を確立するため、平日の通勤や
通学利用、法人利用等を効率よく取り込むことが
必要（観光利用だけでは厳しい）

走行環境の整備も促進する必要がある

４６

ふじさわサイクルプラン３．議題（4）レンタサイクル

今後の検討に向けて

今後の検討に向けた参考とするため、本協議会に
おいてご意見をいただきたい。

レンタサイクルかコミュニティサイクルか

検討エリアの拡大は必要か

行政として望ましい関わり方は（費用負担など）

走行空間の整備水準と導入のタイミングは
など


